
競争事態の個人のp…　に及ぼす影響

林　　　　　生 子

　　　I　は　じ　め　に

　運動の場，競技の場は室虚な室間ではなく一

種の力の場をなくしていると考えられる．この

力の場は，地理学的場と異つて固定的不変的な

ものではなく，力動的であり，全体依存的であ

つて，その場の一部に変化が生すると場のもつ

全体の意味が変化すると考えられる．

　主体がある場におかれた蒔，そこはその場の

もつ外的な力と主体がその場を支配する力とが

相互に働き一含う．場の力に支配され圧追されて

主体の体制がくすされ，精神構造が等質化され

る場合もある．こ1の場合には，一主体が相手の場

に入り相手の場のもつ力に支配され，今までも

つていた自我体制の統一を矢い行動に変容をき

たすからである．運動の場においては，競争相

手の存在が，主体に対して大きな外的な場の力

となつて働きかけ，主体の行動に影響を及ぼす

と考えられる・即ち，運動における競争の場で

は必す相手が存在する．この場合の椙手は，器

具や遭具と違いたえす変化し続けるものであ

る．器具や道具に1対しては主体の道具支配力が

統整されるだげでよい．しかし，相手と対応す

る時は，相手との関係において自己の統制がお

こなわれなければならない・特に短距離走にお

いては，相手の動きは直接的意味をもつと同時

に，相手の過去の記録や現在の技術および相手

のもつぺ一スは，自己の行動を規定する大きな

条件となる・換言すれば，これら競争相手の存

在全体は，主体にとつては競争事態の場のもつ

力としての意味をもつてくる．したがつて，競

争事態の場のもつ力の変化，即ち，競争相手が

変化するこ」とによつて主体の行動は変容されう

ると思う　とするならば，ここにおいて陸上競

技の短距離走をとりあげ，競争事態の変化にも

とすく行動の変化を，個人わ疾走タイムおよび

疾走状態の変化1またそれに伴う心理的体制の

変化から追求するならば，競争事態の場のもつ

力が個人のぺ一スに及ぼす影響をある程度は究

明されるのではないだろうか．

　以上のごとき揃提のもとに競争事態の個人に

及ぼす影響，即ち，競争の場の力によつて個人

のうける行動の変容を，

　1．競争条件の変化に伴つて，低人の疾走タ

イムはどのように影響されるか．

．2．競争条件の変化に伴つて、個人の疾走の

型はどのように影響されるか．

　立　競争条件の変化に対して，心的体制はど

のように変化するか．・

　の3点を考察点として，競争め場に’関しての

一考察をしてみる・

　　　皿　実験対象，実験方法

　1．実験対象
。調査対象

　・松江市立第四中学校一年生徒　49名

　　　　（男子25名，一女子24名）

　・米子市立啓城小学校四年児童51名

　　　　（男子25名，女子26名）

・抽出対象

　・中学生　25名（男子14名，女子11名）

　・小学生24名（男子15名，女子9名）

　z　実験方法
　申学生に対してぽ，l05岨疾走，小学生に対

しては，90m疾走を施行・105㎜，90m疾走と

も直線コースとする．

　疾走タイムの測定方法は，lFig　lのように3

所で1ap　ti㎜eを測定．コースの両端にポール

を垂直にたて，計時者は，その両端のポーノレを

一直線上に見通して疾走者が2本のポールを結
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競争事態の個人のP1しCeに及ぼす影響

塁直線上に入つた際を測定する．なお，2人の

計時者の測定結果が異る場合，0－3秒以内の差

であるなら，算術平均値を渕定タイムとした・

Fig1
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　105蛆およびg0卿疾走を短距離走としてとり

あげたのは，100醐疾走を胃的としたのだが，

3所で1ap　tmeを測定して疾走の様子を比較

考察する時，105m疾走の方が，統計処理上，

より信頼性があるとの見■解からである．小学生

に対してはg0㎜疾走をとりあげたのは，小学校

の校庭では105㎜の直線コースをとることが不

可能であるという理由の他，．100m。を中心とし

ての105mとの比較のためである．

　実験手続

　（1）はじめに1回，単独走を施行し，各疾走

者（全調査対象）に，105㎜または90卿をどの位

の疾走タイムで走れるかを認知させる．

　（2）105mを35m間隔に，またgOmの場合は

30蛆間隔に1ap　timeを測定し，3つの1ap　ti－

meの比較によつて疾走の型（Pattem）を判別

し，5回疾走させたうち4回以上同一疾走型を

しめしたも9）を被験者として抽出・この場合，

疾走の様子を観察し，転倒，障害物の介入また

は，意識的に疾走を怠けたと推察される場合

は，その測定タイムは記録せす再度疾走実施・

なお，疾走前に面接法ま定は質問紙法によつ．て

要求水準，身体の状態，疾走作戦の有無などを

調査．

　（3）抽出した被験者について弐の韓争条件の

もとに競争さぜる．なお，競争前に面接法によ

つて被験者の要求水準牽調査・

　　（i）被験者と同一程度の疾走タイムをも

つものを競争相手としての2人走・同一相手

　と3回実施．

　　（ii）被験者より早い疾走タィムをもつも

　のを競争相手としての2人走。同一相手と3

　回実施．

　　（iii）被験者より遅小疾走タイムをもつも

　のを競争相手としての2人走　同一相手と3

　回実施．

　．なお，これらの競争相手の選定は，被験者の

単独走5回の平均値（実験手続（1））の信頼課

差の限界（5％の危険率）を参考として抽出・

即．ち

　　（i）の場合は1疾走タイム・および平均値

　も大体等しく信頼課差の限界以内の疾走クイ

　ムをもつもの．

　　（三三）の場合は，被験者の疾走タイムおよび

　平均値の信頼課差の限界もだふらす上位の疾

　走タイムをもつもの．

　　（iii）の場合は，被験者の疾走タイムおよび

　平均値より遅く，平均値の信頼誤差の限界も

　蕉ぶらす下位の疾走タイムをもつもの・

　以上の競争相手の抽出は，できるだけ被験者

中から選ぶが，該当者のない場合には全調査対

象から選出．なお，競争相手の疾走タイムは，

予め被験者には知らせておく山
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．、林　　　一生．・I．1手

　（4）次に競争相手に依る疾走型の変化をみる

ために，各疾走型とも2名の被験者を抽出し各

疾走型の被験者と総当りにくませ競争，同一相

手と2回施行．なお，これは中学生のみに実
施・

　　　皿　結果と考察

疾走型は次の如く分類する．

Fig皿

SθCOnd

8一

6一

4一

2一

㌣

　各疾走型を示す模式図は，1ap　ti肌e

の差をFig皿のような方法で太線の部

分のみをとつて模式化した

］st1ap 2ndI・p　3ra1・p

Fig皿　疾走型の分類

　　　　使用されている不等号は，3つの1ap　ti肌eを比較して，

　　　　て附したものである．

A．11a．P　ti肌e＞31ap　tiI11e＞21ap　tin1e

A1

各I叩に要したタイムの多少たよつ

・典型的な1工ap　tin1e＞3ヱ叩time＞21ap　ti・l1eの疾走型をしめす．

A2 ・11ap　ti肌e＞31ap　ti・11e＞21ap　timeの傾向はしめすが，3I孔p　ti－

　me＝2Iap　ti肌e即ち1Iap　time＞31ap　tinLe≧21ap　tin・eの疾走

　傾向をしめす．3Iapと・21aptimeの差がほとんどみられない疾走

　型．

A3 ・11ap　tin1eと31叩ti∫11eの差がほとんどみられず1工汎p　time＝3

　1ap仙1eの傾向をしめす型．
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競争事態の個人ρP・c・に及ぽす影響

B・　11ap　ti∫11e＞2／a．p　tin1e　＞31a・P　tin1e

・StartからgOa1まで次第に疾走タイムが早くなる傾向をしめす．

C．3Iap　ti帆e＞／Iaptin1e＞2I肌p　ti］ne

・Alと逆な疾走型をしめす．

　もの．

11札p　tin1eより3Llp　ti肌eの方が遅い

b．

／＼／＼＼／＼

・5回疾走のうち，4回以上一定の疾走傾向をレめさず種々の疾走をす

　るもの．

Tab1e1 各疾走型抽出被験者数

　　〔　（　）　は．Percent肌ge〕

中学生 小’学生’
　
被
験
疾
老
数
走
型

計
男 女 男 女

ム1

4
（
1
今
）

4
（
／
7
）

4
（
1
6
）

2
（
8
）

　
1
4
（
／
4
）
一
’
∵
　
5
　
（
5
）

ム2

2
（
8
）

3
（
／
3
） 0 0

A3
2
（
8
）

1
（
4
）

2
（
8
） 0

5
（
5
）

B
3
（
1
2
） 0 0 0

　3・（3）

C 0 0
7．■（28）．

5
（
1
9
）

1
2
（
／
2
）

’、

D

1
4
（
5
7
）

1
6
（
6
6
）

1
0
（
4
0
）

55（55）・

休み 0 0
2
（
8
）

　
1
5
（
5
8
）
’
　
4
（
1
2
）
’
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
■

6
（
6
）

■

計 25 24 25 26 100

被験者の5回の疾走型を，Fig皿と同じ方法で図

形化したものを二Fig　yに示す・李お図中の太線

は，5回の平均値をあらわし，図形上に附されて

いる算用数字は被験者名に代えて用いてある．以

下，被験者名は全部この算用数字で代用．

なお参考のため方法2〕（実験手続（2〕）の単独走5

回の疾走タイム平均値一覧表を，丁肌b1e皿に示

す．これらの数値1は他の数値と異り統計的に総括

．して処理できないという特殊性にもとずき争被験

老について事例的に締果を算出したものセある．
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　　　　林　　　　生　　手

　　　　Fig　W　疾走型模式図

㍗、中∵乎。、　　，†　・3岬

　　　　　t、　　　　　、　　ヨ　　、　4

二、申寧サ茅　　　㌧I．　　．、二

太線・・…卒均
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　　　　　　　　　　　競争事態の個人のPl・Ceに及ぽす影響

Tab1e皿疾走t1独e一覧表　　　　一単猿走の場合一一（単位s・…d）

1．中学男子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．申学女子

Pattem、

ム1

A2

A3

B

D

s

1

2

3

4

1

2

1

2

1

2

3
／

2

3

皿

16．64

17．56

18．00

18．50

16．60

18．64

18．24

／9．76

16．01

16．18

18．48

17．42

18．68

19．32

lMl

0．27

0．4ナ

0．39

0．39

0．23

0．65

0．35

0．86

0．67

0．27

0．39

0．43

0．59

0．54

SD
0．14

0．24

0．20

0．20

0．／2

0．35

0．68

0．43

0．36

0．14

0．20

0．22

0．30．

0．27

3．小学男手

P汕tem

ム1

ムワ

A3

D

S

1

2

3

4

1

2

2

3

M
／8．82

／8．61

／9．42

20．02

16．75

17．62

19．42

20．26

18．94

／9．00

18．95

川1・・
0．35

0．65

0．37

0．1／

0．23

0．43

0．22

0．43

0．57

0．49

0．23

0．18

0．32

0．19

0．08

0．／2

0．22

0．43

0．22

0．30

0．25

0．12

4．

1皿1

小学女子

Pattem

A］

A2

C

D

S

1

2

3

4

2

2

3

4

5

6

7

1

2

皿

15．46

15．02

15．68

14．76

15．90

15．98

17．28

16．04

17．18

17．22

17．72

17．24

17．22

14．52

15．40

0．04

0．17

0．25

0．13

0．03

0．13

0．25

0．25

0．57

1．19

0．45

0．21

0．13

0．47

0．09

SD
0．04

0．09

0．13

0．07

0．02

0．07

0．／3

0．13

0．27

0．29

0．62

0．23

0．16

0．24

0．05

べ舳1

A1

C

D

S

1

2

1

2

3

4

5

1

2

皿1川
15．26

17．42

17．30

18．94

18．32

18．30

／8．12

15．82

15．00

0．21

0．3／

0．49

0．31

0．39

0．43

0．53

0．09

0．45

SD
0．11

0．77

0．25

0．19

0．17

0．20

0．27

0．05

0．23

l　M　l・…・・平均値の誤差の隈界
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林　　　　’生・　子

　以上の緒果を考察すると，全体的に疾走型と

しては，11ap伽皿e〉3Iap　t1me＞21apt1蛆e

の疾走傾向を示すA1の型が最も多くみられ

る　また，このA■型では3つの1ap　t1m．e

間の動揺も少い，即ち，比較的に疾走の調子

（Pace）が固定していると考えられる，

　中学生では，A2およびB型があらわれてい

るのに小学生においては全然，現出せす，それ

に比して中学生にみられないC型が小学生に多

くみられる．申学生のA2拾よびB型を示す．

被験者は，8人中7人までが運動選手であると

いう事実から，このような疾走傾向は多分に練

習効果によるものではないかと思われる．　ま

た，小学生にのみC型が多くみられるが，この

型の被験者は最後まで全力疾走せすゴール近く

なると急に疾走速度を落すことが疾走様子の観

察からうかがえた．即ち，小学生は中学生に比

べて最後まで課題解決に努めようとするがんば

り強さ，ねばり強さが発達段階的に少いからだ

と考えられる．低学年になるにしたがつてこの

傾向は強く，C型が多く現出するのではなかろ

うか．また，C型は疾走タイムは一定せす他の

型に比べてS　Dが大となつている．

　どの疾走型を通じても言えることは，lst1ap

の疾走タイムは，　2nd1ap，3rd1apの疾走タ

イムに比べて動揺度少なく大体，被験者によつ

て一定しているというζとである．（紙面の都

含上1aP　tm・一覧表省略）

】99一・
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　　　　　　　　　　　　競争事態の個人のPaCeに準ぽす影響

Tab1e皿　競争条件下の疾走tim．e

　　1．中学男子

幕
（単位　spcoπa）

A1

’A2

ム3

B

D

1

2

3

4

2

1

2

2

3

1

2

3

同程度の相手

皿いMll・・

15．50

15．50

15．66

17．13

15．27

17．23

15．90

17．63

14．60

14．70

17．40

15．70

17．43

17．63

0．61

0．41

0．10

0．30

0．21

0．10

0．20

1．06

0．24

0．36

0．22

2．20

0．10

0．60

0．24

0．16

0．04

0．12

0．20

0．04

0．08

0．39

0．09

0．14

0．07

0．08

0．04

0．23

早い相手
皿

15．72

17．46

17．20

18．16

15．70

17．％

18．30

18．60

／

／

18．60

16．93

18．03

20．03

1皿1

0．38

0．71

0．41

0．23

0．41

0．38

1．10

0．61

■

／

0．79

0．08

0．23

0．54

SD
0．13

0．28

0．／6

0．09

0．16

0．13

0．43

0．22

／

／

0．27

0．03

0．09

0．21

遅い一相手
’lMl

／5．38

17．73

17．43

、17・80

15．80

18．06

19．03

／’

15．53

15．73

18．50

17．73

18．16

／

1皿征1

0．08

0．36

0．69

0．41

0．41

0．33

0．80

■

0．08

0．35

0．64

0．18

0．26

／

SD
0．，03

0．14

0．27

0．16

0．／6

0．13

0．31

／

0．03

0．14

0．25

0．27

0．08

／

一単　　独　　走

叫

16．64

17．56

18．00

18．50

16．60

18．64

18．24

19．76

16．01

16．18

18．48

17．42

18．68

19．32

1皿、1

0．27

．0．47

0．39

0．39

0．23

0．65

0．35

0．86

0．67

0．27

0．39

0．43

0．59

0．54

SD
0．14

0．24

0．20

0．20

0．12

0．33

0．68

0．43

0．36

0．14

0．20

0．22

0．30

0．27

・斜線は競争相手としての該当者のない場合

2．中学女乎

1皿1……平均値の誤差の隈界

　　　　　（単位　SgCO皿d）

AI

A。

A3

D

1

2

3

4

1

2

1

2

3

同程度の相手

皿

17．10

17．03

17．40

18．83

15．36

16．80

17．70

18．73

17．10

17．06

17．13

刈1・・

0．25

0．20

0．46

0．23

0．23

0．4／

0．20

1．26

0．20

0．51

0．10

0．19

0．08

0．18

0．17

0．09

0．／6

0．08

0．49

0．08

0．20

0．08

早い　相手
皿

18．06

18．06

／8．33

19．13

／

／

18．80

21．7ろ

18．46

18．33

／8．06

1皿1

0．18

0．26

0．46

0．23

／

／

0．26

2．78

10．08

0．23

0．08

SD．

0．07

P．／0

0．18

0．09

／

■

0．10

1．08

0．03

0．09

0．03

遅い相手
皿

18．03

17．76

18．56

19．80

17．26

17．40

19．00

21．03

18．63

18．43

18．33

1Ml

0．23

0．33

0．18

0．15

0．23

0．41

0．／5

0．38

0．23

0．／8

0．33

SD
0．09

0．13

0．07

0．06

0．09

0．16

0．06

0．15

0．09

0．07

0．13

単　　独　　足

皿

18．82

18．61

19．42

20．20

16．75

17．62

19．42

20．26

18．94

19．00

18．95

lMl

0．35

0．63

0．37

0．11

0．23

0．43

0，22

0．43

0．57

σ．．49

0．23

SD
0．18

0．32

0．19

0．08

0．／2

0．22

0．43

0．22

0．30

0．25

0．／2

・斜線は競争相手としての該当者のない場合

　　　　　　　　　　　　　　　　円・仰0一

l　M　l・一・平均値の誤差の隈界



林．。． 生　’子一1

3．小学男子、 （単位　㈹O11a）

Aj

A2

C

D

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

5

6

7

2

同程度の相手

M
14．36

14．56

14．76

／4．66

15．10

15．20

16．26

／5．56

16．50

16．20

16．50

16．80

16．93

14．26

15．06

lMl

0．33

．0．23

0．41

0．23

0．41

0．10

0．41

0．46

0．54

0．71

0．20

0．20

0．10

0．43

0．12

SD
0．12

0．09

0．16

0．09

0．16

0．04

0．／6

0．18

0．2／

0．28

0．08

0．08

0．04

0．17

0．05

早い相手

M
15110

15．13

／

15．63

15．26

16．26

15．86

18．20

18．93

118．20

17．96

／7．80

／

／4．96

lMl

0．20

■

0．33

／

0．10

0．10

0．10

0．61

1．16

1．77

0．60

0．85

0．60

1004

0．12

SD
0．08

／

0．12

／

0．04

0．04

004

0．24

0．45

0．69

0．22

0．35

0．22

0．01

0－05

遅い相手
M

15．20

14．86

15．36

14．93

15．40

15．46

16．16

／6．03

17．40

17．23

17．96

17．06

17．16

15．01

15．16

」川・・

0．20

0．33

0．10

0．61

0，20

0．23

0．12

0．43

0．20

0．33

0．33

0．10

0．30

0．04

I0．23

0．08

0．1・2

0．04

d．24

0．08

0．09

0．05

’0．17

0．08

0．12

0．12

0．04

0．12

0．01

一0．09

単　猿　走
’MいM1

15．46

15．02

15．68

14．76

15．90

15．98

17．28

！6．04

17．／6

17．22

17．72

17．24

17．22

14．52

／5．40

0．04

0．17

0．25

0．13

0．03

0．13

0．25

0．25

0．53

0．57

1．19

0．45

0．21

0．47

0．09

SD
0．04

0．09

0．13

0．07

0．02

0．07

0．／3

0．13

0．27

0．29

0．62

0．23

0．16

0．24

0．05

・斜線は競争相手としての群当者のない場合

4．小一学女子

l　M　l・一・平均値の誤差の隈界

．（単位　S㏄0口d）I

ム1

C

D

1

2

1

2

3

4

5

1

2

伺程度の椙手

M lMl

15．20

17．00

17．26

18．06

I17．％

17．63

17．80

15．20

／4．96

0．22

0．20

0．33

0．54

0．10

0．33

0．72

0．20

0．50

SD
0．10

0．08

0．／2

0．21

0．04

0．12

0．28

0．08

｝0．12

早い相手
M
／

17．06

18．46

16．70

18．50

19．63

18．40

／

■

叫1

／

0．23

0．67

0．67

0．20

0．6／

0．20

／

／

SD
／

0．09

0．26

0．26

0．08

0．24

0．08

■

■

遅い相手
M

15．／0

17．03

17．23

18．73

18．50

17．67

18．30

15．63

15．05

1Ml

0．20

0．46

0．33

0．54

0．20

0．33

0．54

0．12

0．20

SD
0．08

0．18

0．12

0．21

0．08

0．12

0，21

一．0．05

0．08

単　独　走

M
15．26

17．42

17．30

／8．94

18．52

18．30

18．／2

15．82

15．00

lMl

6．21

0．31

0．49

0．31

．0．59

0．43

0．53

0．09

0．45

SD
0．11

0．07

0．25

0．19

0．17

0．20

0．27

0．05

0．23

・斜線は競争相手としての該当者のいない場合 l　M1・・…平均値め説差の隈界

一10↑’

sokyu

sokyu



競争事態の個人のpCeaに及ぽす影響

Tab1e　W　単独走の疾走t1m－eと各競争条件下の疾走t卿・との間の有意差の検定

（暗，ト十蟹の繁率有誰が榊る．）

1中学男子

　単狼走の疾走timeと同程度の

τ瞬鎧麟謝間
肋榊・皿1・ 同桂慶1

相　手 早い相手遅い相手

1 15 ／ 15

Aユ 2 15 ／ 5
3 15 15 15

4 15 10 14

ム2 1 15 15 15

2 15 15 13．5

A3 1 15 15 25

2 15 15．5 ／

1 15 15 15
l
B 2 15 15 15

3 15 15 7．5

1 ・15 15 0
D 2 15 15 15

3 15 15 ■

2．中学女子

R舳1・ 同程度 P汕tcr皿
S’同程度　相　手

早い相手 遅ρ相手

1 15 ／5 15

A1
2｝ 15 14 15

3一 15 15 15

4 15 15 15

1 ／5 ／ 6
A2 2 15 ／ 7

3 15 ／5 15

A3　／ 15 6．5　　　　0
1， 15 15 5

D 2｝ 15 15 15

3 15 15 15

3．小学男子

　遅い相手と競争した場合のtiI11e
－L
　と単独走のtin1eとの間の有意差
　の検定を意味する

↓

Patter皿 S 同程度
相　手

早い相手 遅い相手

1 15 15 15

A1 2 15 ／ 15

3 14．5 15 15

4 9．5 ■ 一1

A3 1 15 15 15

2 15 15 15

1 15 15 15

2 15 8 15

3 15 7．5 4
C 4 9．5 一0．5 5

5 15 15 5
6

／5

0 15

7 15 4．5 6

D 1 15 7 0
2 15 15 15

4．小学女子

同程度 P汕tem S 同程度
相　手

早い相手 遅い相手

A1 1 15 ／ 15

2 15 15 15

1 ‘14 8 15

2 15 8｝ 　5．5一■

C 5 15 6 2．5

4｝ 15 2 15

5 15 4 3

D 1 15 ■ 15

2 9 ／ 15

｝102H

sokyu

sokyu



　　　　　　　　　　　林　■・・生　　子．

Tab1e　V　競争条件間の疾走tmeの有、鼠差検定

　　　　　　　　（胆三卜士聾の誰率艦が柳ら．）

l1学1子τ蟻驚蘇鵬・．1学女子

・」tt・m・1同：遅

　　1
A1」し

　　3
4

　　1ム。　＿

　　2
　　1A3　＿
　　2
　　11
B　⊥
　　3、

D　2
　　3

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

同一早

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

1．8

早：遅

一1．8

一0．6

一1．4

1．6

一0．2

一一0．6

一6．2

／

／

■

一0．2

一1．4

一0．2

■

且1ttem S 同：遅 一同：早 同…達

1 1．8 ．1．8 0、

A1 2 1．8 1．8 1．4

3 1．8 1．8． 一1．0．

4 1．8 1．ポ イ．4．

1 1．8 1．8‘ ／．
A2 2 1．8 1．8 ．一一／

5 1．8 1．8 ・一112パ

A3 1 1．8 1．8 0．6・

1 1．8 1．8 一1’4．j

D 2 1．8 1．8、 rO，8‘

3 1．8 1．8 一．4

3．小学男子

Pattem S 同：遅同：早 早：遅

1 1’．8 1．8 0
ム1 2 1．8 ■ ／

3一 1．8 ／．2 一1．6

4 0．8 ／ ／

ム3
1一 1．8 1．8 一1．6

2 1．8 1．8 1．8

1　　1．8 1．0 1．8、

2 1．8 1．0 一0．6

3 1．8 1．6 一0．6

C 4 1．8 1．8 1．4

5 1．8 1．8 0．8

6i 1．8 1．8 1．8

7 1．8 1．6 1．0

D
1一 1．8 ／ ／
2一

1．0 一1．4 一1．4

4．小学女手

Pattem S 向：・遅 同：早 早：遅

A】 1 0．4 ■ ■

2 1．8 1．8 一1．4

1 1．6 1．6 一0．8

2 1．8 1．8 0
C 3 1．8 1．8・ 一1．6

4 1．8 1．8一 0
5 1．8 ’1．8 0．6

D 1 1．8 ■ ／・

2 1．8 ／・ ／

一103一
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sokyu
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競争事態の個人ρ一Pa㏄に及ぽす影響

　Tab1e皿1Tab1e1Vより競争条伴下の2人牟

は，単独走よりは（小学生のC型については全

面的に言えるが）総じて疾走クイムの向上がみ

られる．これは，単独走の場合は自己の記録に

対して疾走するという競争条件におかれている

ものの，実際に競争相手が存在し、しかも同時

に走るという競争事態に比べれば競争条件が弱

い，煎ち、競争という場の力からうける作用が

少レこ÷が厚因←ているのではなかろうカ・・

　競争事態を1つの力の場と考えると，無意識

的に幸走は意識的に自已のぺ一スのま㌧に走ろ

うとしセも競争相手の存在が有力な力の点とな

り疾走者にとつてはそれが直接の疾走目標とな

つ乍締識のうちに被験者はひきよせられ，単

独牢9場合にしめした自已の疾走型はく．すれる

が；（後記）疾走タイムの減（増）を生じると解

され’ると思われる．しかし，小学生C型におけ

る蛙い拾よび早い相手との競争の場合，クイム

に余り有意差がみられ、ないのは何故だろうか・

（後考察）

　次に3つの競争条件を比較してみると，同一

程度の能力をもつ相手と疾走した場合が，小中

学生とも最も顕蕃に有意差がみられる　即ち，

かなり一の疾走タイムρ向キがみとめられ争・他

の2つ？競争条件を比較するとT・b1e　Vより

2？？競雫条件間には有意差がみとめられるが

どち亭カ三より有利であるカ、は全体的には決めが

たい・．中学生に？いてぼ大体において遅の条件

より早の条件の方が疾走タイムの向上がみられ

る伊向がある・即ち1中学生g場合には1

　同一程度の相手＞早い相手＞遅い相手

の瞬条件順に疾走タイムの向上がみられ，小

学生の場合には，同一程度の相手との場合が明

かに他の2つの競争条件の場含より疾走タイム

の向上がみられる．

　これは，競争相手の存在，即ち，競争の場の

力の点が被験者に対してより強力に働きかけれ

ば働きかけるだけ，被験者はよけいに作用をう

け負けまいとする競争心などの心理的な体制も

影響し，増々緊張度が高まる．この傾同は，疾

走タイムの同程度のものを競争相手とした場合

の方が，他の2つの競争条件の場合より特に強

．い牛考え弓れる・したがつてそれだけ有利に作

用されて疾走夕々ムの向上がみられると思われ

・る．

　また1被験者より優れた能力をもつていると

解つている相手と競争した場合1被騨者は1競

争相手が自分g育白力水準以上であるので敗ける

ことを予想するためその競争自体が興味のない

もの6なり，「あの相手では敗けるに決つてい

る」．と‘いつた気持から，競争に全力をつくすこ

とに対して極めて消極的となり，また，努力し

たとしても1課題解決の見込みがないと判断する

と，最後圭で全力疾走せすゴ・一ル寸前でその課

題の場，即ち，競争の場から逃避して急に速度

を落してしまう場合が考えられる．この傾向は

特に小学生の一部被験者にみられる・

　また，被験者より遅い疾走タイムを有する相

手，即ち，自分の能力より劣つているものを疾

走相手とし■て競争した場合には，「必す勝つ」

とい・う信念から増々緊張し，要求水準を高め自

己の記録の向上に努める場合と，「勝つに決つ

ている」という優越感から努力を怠る場合とが

あり，競争の場のもつ力の方向は必すしも同方

向とは限らないわけである・

　協力が，個人または集団相互の結合にもとす

く行動であるのに反して，競争は相手と相互に

対立し相手．を否定する行動と考えられるから，

競争の場においては，相手が前もつて自分より

能力の劣るものだと予想されるということは，

すでにそれだけ競争条件は同一程度の桐手との

競争に比べれ律弱退していると考えられる・

　以上の結果考察より，全体的に競争事態は単

独走よりタイムの向上がみられるが，その競争

事態の申でも，同一程度の疾走タイムを有する

もの・を相手と・した競争の場合が最も効臭的であ

るということが言える．

　弐に競争事態に一よる疾走タイムの変容を，

1・p　ti血eの面から考察してみる．

一／04一



Table V1 

1. ~~: /~~~ 
_~L 

~~ " -Lk ' i~!'-

~:~~~ la~ time ~'~l-~:EE~'~(~)~~i~~ ~ ~) 2)i~~i~ Iap tlme cZ)~~:~:~~)~~~~ 

ru~;~ hJ~~J~l f~~~~~i-~~', 5 olo 
u <C. u ~l5~)~~~Ap ;~f~~~~~~i)~)~--'--'-'*~~*~) 

P舳er凪 S
／1apの 21apの 31肌pの

11 11 i1

1 9．5 1．5 7
A1 2 6 15 15

3 7 15 15

4 6．5
1ら

8
A2 1 9 15 8

2 8 15 2
A3 1 9 15 12

2 13 15 13．

1 15 15 3』

B 2 10 15 2、

一一
3 15 15 0
1 8 15 15

D 2 4．5 15 9．5

3 12 15 9

1 Iap a) 5 Iap q) 
Patterη S

／1apの 21a、）の 31a’Pの
l1 u 11

1 12 15 12

A1 2 12 15 12

3一 12．5 ／5 13．5一

4 12 15 9
1 15 ／5 6．5

A2 2 14．5 15 14．5

3 9 15 10．5

A3 1 9．5 15 8．5

1 1．4＿
　　　15■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

9
D ⊥ 11．5 15 1

1

3 1
1

15 5

5. /J~ '~~~~~~ ~S i~ 4 /J~ ~,~ ~C :~~ 

.Pattc~m 

Al 

A3 

C
 

D
 

S
 

1
 
2
 
~
 
4
 
1
 
2
 
1
 
2
 
~
 
4
 
5
 
6
 
7
 

2
 

1 Iap c~ 

u 
10 

9
 

1 c . 5. 

8
 

12 

12 

5
 

5.5 

12 

9
 
7
 
9
 

12 

4.5 

5
 

2 IaLp q) 

11 

15 

15 

15 

15 

15 

15 
1
5
-

15 

15 

15 

15 

7.5 

15 

15 

15 

5 Iap q) 
ll 

15 , 

lc 

15 

lc 
1
1
 

7
 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

15 

8
 

4.5 

Pattern S 11apの 21apの 引apの
u 11 η

A］ 1 一5 15 12

2 10 14 8
1 10 12 1

1

2 7 15 15

C 3 10 13 ／5

4 9 14．5 15

5 6．5 7．5 12

D 1 10 ／1．5 15

2 6 8 1．5

-=~1'c5 --



競争事態の個人の。，PaCeに及ぼす影響

Eig　V　同一程度の疾走相手との競争の場合の1ap　t1m，e模式図。
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競争事態の個人g　P・Ceに琴俘す影警

Table　W　競争事態にあらわれた疾走型の分類

1．中　　学　　生 （単位　per㏄nt）

競争条件
同一程度の相手 早い 相手 遅い 相手競箏条件下にあらわれ木疾走型

男 女 男 女 男 女

A1 90 82 78 41 67 68

A2 0 0 0 4 　　8一■一一山一　　3

山　　　　　’　　L一　　㌔　　3】一一

A3 2 9 3 7 12

B 0 3 3 1
1

14 9
C 7 6 ／7 37 6 9

その他 0 0 3 0 3 0

2．小　　学　　生

同一程度の相手 早い相手 遅い相手
男1女 男1女、 男 女

Aコ 67 63 43 22 55 37
一

A2 2 7 0 4 2 ／／

A3 2 7 7 0 7
1
⊇

B 9 15 17 41 22
／
／

C 20 7 33 33 16 41

　Tab1e　V1およびFig　Vの結果をみると，同

一程度の疾走相手との競争の場合は，単独走に

比べて21ap　tmeの顕著な向上がみられる

この傾向は中学生については碑験者の100％に

ついてみられるが，小学生の女子については全

体的にはみられない．　　　、＝

　短距離疾走は1スタートをし≡て一刻も早く全

力疾走に入りそのま㌧フ才一ムを．くすさないで

テープにとびこむのを翠想として考えられてい

る．スタートは，第一歩を無理なく自然に踏み

出しはじめて，第二歩目からスムースにより強

力に押し進められねばならない．スタートから

全力疾走に入るまでの間，即ち，スタートダツ

シュは，初心者には25mから30m必要である

といわれ，また小学生は中学生に比べて比較的

に全力疾走に移るのが早いといわれる．このこ

とから考えるとlst1apにおいて全力疾走に入

るのは被験者の場合ほとんど不可能でありその

ため練習効果によるスタートの熟達以外には競

争条件下においても，lSt1ap　ti㎜eの変動は

ほとんどみられない．

　小学生を対象とした90m疾走では，105m疾

走の中学生にみられたようには顕著に2nd1・p

tmeとlst1ap　tme間の差がみられないが，

これは90㎜疾走では105m疾走に比べてlap

間がせまいこと，およびスタートしてから比較

的速く全力疾走に移ることが発達段階的に可能

であるということが原因しているのではなかろ

うか．

　小学生の被験’者において3・d1ap　ti㎜eに有

意差がみられ，特にC型に顕著である．

　これは疾走型分類にて考察したごとくC型の

疾走傾向を示す被験者は，ゴ←ノレ近くなると今

までの全力疾走を申止し最後まで課題解決に努

一↑α8一・
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めようとはせナ，競争という課題解決の場から

逃避する行動傾向から生じた疾走の型であると

推察されたが，単独走の場合，被験者の能力か

らではなく精神的ゆるみからの3・d1ap　t㎞e

の増大が，競争事態，特に競争条件の強いと考

えられる同一程度の疾走椙手との競争の場合に

は，精神的なゆるみを意識する余俗なく無意識

のうちに競争相手のもつプラスの誘意性によつ

てひきつけられゴールインするために3rd1ap

ti㎜eの向上がみられる故の変動だと考えてよ

いのではなかろうか．

　Tab1e　WとFig　Vより同一程度の疾走相手

との競争の場合には，被験者の疾走傾向カミA1

型に結集して変つている．A1型への変動は，

他の競争条件下においても同様にみられる．特

に同一程度相手との競争条件の場合がもつとも

顕；著にA1型が現出している．これは，競争と

いう場のもつ力が最も強く被験者に働きかける

うえに2nd1ap　timeでは全力疾走に突入して

いるため競争の緊張度が高まり著しく相手とせ

り合い，その緒果タイムは向上しその加遠度を

伴つて3・d1apに走り込むが，疲労やゴール寸

前という安心感からくるゆるみ（緊張解消）や

あきらめなどの心理的作用によつて，1st1ap

よりは早いが，2nd1apには劣るクイムでゴー

ルインすると考えられる．

　被験者より早い相手との競争条件下において

の疾走型変容をみると，A1型の現出に次いで

C型が比較的多くあらわれている．

　これは競争する相手が自分の能力水準以上で

あるとわかつている場合の競争を意味し，一部

被験者は，ある程度は課題解決のため努力する

が，白分に有利な方向に課題解決の見込みがな

いと判断すると競争という課題場面そのものか

ら逃避してしまうのであるそのため3・d　tme

の増をきたしC型をしめすよう、になる．C型を

しめした被験者は，観察の結果によると，3・d

1apで急速に速度を落しゴール近くでは歩いて

いるごとき疾走の仕方をした者が多かつた．

　また，これとは逆にB型が現出してし）るが，

これはC型の場含とは違つて最後まで全力をつ

くし負けまいとして高い緊張を保ち課題解決に

生　　子

努めた結果，2nd1apから保有したスピードと

加速度によつて，lst1ap　time一く．2nd1ap　ti一

醐eく3「d1a・ti甲e？疾走傾向牢しめしたの

だと解される．無意織に競争相手のもつ力によ

つてひきつけられた結果だと考えてよいのでは

なかろうか．

　単的に言うならば，早い相手との競争の場合

には，競争条件が破験者に有禾此作用する場合

とそうでない場合との2通りがあり，その結果

として3・d1・p　t1m－eが激滅してB型に変容す

る被験者と，逆に3・d1ap　t㎞eが増大してC

型に変容する被験者があると考えられる．

　次に遅い相手との競争の場合，A1についで

A2およびB型が少兵みられる．

　これは，被験者が競争相手との比較において

自已の慶越性を認識し，高い要求水準をたて，

増々，自已のタイムの向上をはかろうと努力す

る結果と解される．

　以上，総じて言うならば，一競争条件下のクイ

ムの増滅は，疾走前の心的構えと，2nd1ap，3・d

lap．における競争の場との力動的関係から生す

る心理的体制とによつて左右されると言えるの

ではないだろうか．
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　　　　　　　競争事態の個人ρpaCeに犀ぼす影響

Tab1・V皿競争事態において各疾走型被験者がしめた疾走型変容の内分け

　1．、中一学　生　　　　’　　　　　　　　（車位Perce軸）

A1 A2 A3・ B D
計

男ト ・男 女 男 女 男1女 男 女

A1 86 53 89 71 67 56 67 ／ 79 56 70

A2 0 3 0 0 0 0 14 ■ 0 4 2

A3 6 8 0 10 0 1
1 0 ／ 5 1

1 6

B 0 8 6 19 0 1
1

14 ／ 8 18 9

C 8 29 6 0 27 22 5 ／ 8
1
㍉ 13

2．小　学．生

A1 A3 C D
計

男 女 男 女 一男 女 男 女

A1 50 67 45 ／ 65 44 47 1ア 54

A2 7 1
1 0 ／ 2 5 0 11． 4

A3 0 0 1
1

／ 3 3 7 0 3
l
B

40 17 1
1

■ 0 6 33 6
1

19

C 3 5 33 ／ 30 4
1

13 1
1

20

一110一
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Tab1e灰　競争事態において被験者自身のもつ疾走型をしめした度数

1．中　学　生 （単位　per㏄nt）一

同程度相手 早い相手 遅い相手
型 男1女 男 女 男1女．

A1 100 75 75 42 83 42、

A2 0 0 0 0 0 0
A3 0 0 0 0 0 33

B 0 0 0 0 33 0

ク．小　学　生

同程度相手 早い相手 遅い相‘手
男 1女 男1女 男 1女

A1 58 67 33 50 50 83

A3 0 0 0 0 33 0

B 0 0 0 0 0 0

C 10 7 48 47 33 ’73

　Tab1e　V皿からも競争事態においてはどの疾

走型もA1についでC，B型への変移も多いこ’

とが認められる．しかし，C型は男子より女子

の方に現出しやすい傾向がみられる．

　また，Tab1e1XよりA1およびC型は，他

の型に比べれば固定性大であり，競争事態にお

いても余り変動しないことがわかる．特にA1

型にその傾向が強いと言える．これは，競争と

いう場において現出しやすい疾走傾向が，A1

またはCであるという結果を考えれば当然のこ

とではないだろうか．

以上被験者の疾走型の変化を沖心として考察

してきたが，次に競争相手の疾走傾向によつて

どのような影響をうけるかを考察してみる．

・一111一



競争事態の個人ρp汎C・に尿ぽす影響

Table　X　実験千続（4）．の結果．

／・軍撃者と阿じ疾走型との組み合せの場合 （単位ギ・r・・πt）

男 子 女 子
■ ’　　凹

内 分　け 内 分 け

凹山自已の疾走型を
21 ｛A1 70 r

34乏
Al 80

持した度数 A3 30 C 20

1 川A1
自已の疾走型以

60

1
∫

A1 56

外の疾走型をし
A2 9 B

1／

79

’
し

66

B 9 てA3
めした度数

1
1

その他 18 C 22

2．被験者と異る疾定型との組み合せの場合

自已の疾走型を

保持した度数

自已の疾走型以

外の疾走型を示

した度数

男一　　　　　子

74

内　　分　　け

Al

A2

A3

B

50

17

4
28

相手の疾走
型を示した
場合

その他

32

Aユ　39

ム2　　5

A3　．7

B　　　5

C　　　7

その他5

女　　　　　　子

27

73

内　　分　　け

Aエ　　　　　100

相手の疾走
型を示した
場合

その他

20

A1　2P

早　　g

．C　　5／

　Tab］e　X　より競争事態においては単独走で

しめした疾走のぺ一スを保持することは困難で

あることが先す考えられる．しかし，疾走椙手

のぺ一スにまきこまれて自己の疾走ぺ一スを乱

して相手と同一のぺ一スをしめす割合は顕著で

はない．また，被験者の疾走型と同一の疾走型

をもつ相手との競争の場合と，被験者の疾走型

とは異る疾走型をもつ椙手との鼓争の場合の，

疾走傾向の変容には差がみられない．締局は，

一競争相手の疾走型に影響されるというよりは，

競争相手を含んだ競争の場のもつ力によつて影

響されて，競争事態では疾走型の変容をきたす

と考えられる．このことより，競争の場は単な

る地理学的場と畢つて固定的でなく力動的であ

り全体依存的である．ことがうかがわれる．

　次に・二3つの条件下での栗求水準の変移牢み

ると（Tab1e省略）1同桿度の能力をもつ相手

との競争の場合が最も高く，次いで能力的に劣

る遅い相手，・能力的に優れる早い相手の順にな

つている　この結果は，Cbapman　D　Wと

Vo11㎝an．Fの行つた実験結果と同一である

貝Pち，要求水準は自分より比較的すぐれたもの

と対抗する場合は下降し，自分と同等もしくは

自分よりも劣るものと対抗する場合には上昇す

るということが言える．
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競争事態の個人めP・ceに及ぽす影響

ろうか．

　また，3つの1ap　t㎜eを測定してその結果

から疾走型を決定したが，．この方法にぼ多分’に

偶然性が介入する恐れがあると思われる．その

ため疾走型秀類に際しては；単に数回の疾走よ

り決定するのではなく，数多い対象に対して事

例研究的にとりあつかい更に種々のパーソナリ

テイテストなどの結果をも考慮して，その上で

疾走型分類をなすべきだと思う．

．．また，本研究においては。競争事態のもつ場

の力について主として競争相手ρもつ誘意性か

’ら考察してきたが，運動の場，．試合の場に奉い

て大きな影響をおよぼすと考えられる観客（応

援）との関係を究明する必要があると思う＿

　その他，直接結果に影響をおよぼす問題とし

て測定誤差の間題，計時者による測定誤差の間
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を検当する必要がある二、’’。
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